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　㈳諫早大村法人会の第22回定時総会は、５月28
日㈪午後３時より、諫早市内のホテルグランドパ
レス諫早で開催されました。
　出席者数123名の参加がありました。まず髙尾会
長のあいさつがありました。昨年３月11日の東日
本大震災による未曾有の大災害による東北三県の
壊滅的な打撃と、福島第一原発事故が重なり放射
能汚染による広範囲への影響、又ヨーロッパ、と
りわけギリシャに端を発した財政破綻による欧州
危機の世界的不況への波及、又円高による我が国
輸出産業への影響、イランの原油問題、ＴＰＰ諸
問題、さらに国内政局の混迷等々、余りにも内外
共に問題が多過ぎた１年であった事。さらにこう
した環境の中で当会として、昨年の総会で「公益
社団化に取り組む」ことを決議し、調査機関とし

て「公益認定推進委員会」を立ち上げ、この１年
間鋭意取り組み「提言書」にとりまとめたことを
述べました。今総会に新定款（案）として提示し
承認されるに至りました。これから本格的に申請
をして、今年度中に公益認定を受ける段取りであ
ります。なお23年度の事業報告、収支決算書と24
年度の事業計画、予算（案）を提示し承認されま
した。
　続いて、ご来賓の諫早税務署、末継署長様と長
崎県央振興局、三根税務部長様からご祝辞を頂き
ました。
　記念講演は、演題「西郷隆盛と西南戦争へ」、講
師は西郷隆盛の曾孫の西郷隆文氏をお招きし、講
演をお願いしました。その後の懇親会も和気あい
あい和やかな雰囲気の中で懇談がなされました。

第22回定時総会
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◆ 平成24年度 収支予算書 ◆
平成24年４月１日～平成25年３月31日

◆ 平成24年度 事 業 計 画 ◆

■ 収入の部 （単位：円）

科　　　目 予　算　額

1 基本財産運用収入 3,000

2 会 費 収 入 7,000,000

3 事 業 収 入 180,000

4 補 助 金 収 入 8,510,000

5 受 取 負 担 金 300,000

6 雑 益 費 100,000

当 期 収 入 合 計 16,093,000

前 期 繰 越 金 3,592,246

収 入 合 計 19,685,246

■ 支出の部 （単位：円）

科　　　目 予　算　額

1 事 業 費 12,045,702

2 管 理 費 4,047,298

3 予 備 費 3,592,246

当 期 支 出 合 計 19,685,246

当 期 収 支 差 額 0

支 出 合 計 19,685,246

１　基本方針

•公益法人制度改革への対応は最重要課題であり、「公益認定法人」を目指し新制度に向けて今年度中
に認定を受けるべく当局（県）へ申請する。
•組織、財政基盤については、会員数の減少に歯止めをかける為、整備再構築を図る。
•事業活動においては、公益法人制度改革の対応を意識し、税に関する啓発活動、租税教育を主体に
一段の活性化を図り、公益的事業のウエイトを高める。

２　主な事業計画

　⑴　総務関係
•理事会、総会、各種委員会等の開催。
•公益法人制度改革についての役員セミナー、研修、情報提供等の実施。
•事務局体制について
　公益法人制度改革を踏まえ「単位会事務局充実のための指針」に沿った事務局のより一層の充実
整備。
•新会計基盤の研修及び適正な会計処理の実施。

　⑵　組織関係
•会員増強
　全国的な「会員増強月間」を９月～12月と定め積極的に会員増強を図るとともに会員の退会防止
に努める。

　⑶　研修関係
•研修活動は会員の自己啓発を支援するための最重要事業であり、多様化する会員のニーズを踏ま
えて、研修内容の充実を図るとともに、参加人員の増大を図る。
　特に税法税務関係研修は法人会の根幹となる事業であることから開催強化に努める。
•公益事業の充実を目的に一般市民の研修会参加の検討。
•定例的に税務研修会を開催するほか、改正税法説明会、決算法人説明会等を行う。
•税務当局が開催する年末調整説明会、ｅ－Ｔａｘの推進には、積極的に協力する。
•電子申告（ｅ－Ｔａｘ）の役員企業利用率90％、会員企業利用率70％を目標とする。
•知名士、コンサルタント等による講演会、セミナーの開催。
•全国法人会連合会による企画制作「ビデオ」の無料貸出し。

　⑷　税制関係
•税制改正要望事項のとりまとめ。
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•税制改正要望アンケートの実施。
•その他、税制改正に関する事項。

　⑸　地域社会貢献活動関係
•「諫早税務署管内租税教育推進協議会」の賛助会員として参加する。
•公益法人制度改革に対応した社会貢献活動の事業内容の検討、特に税の啓発、租税教育について
は、諫早市、大村市管内の小・中・高に対する租税教室の推進に努める。

　⑹　広報関係
•「諫早大村法人会報」の発行。
•全法連発刊「ほうじん」の配布。

　⑺　青年・女性部会活動の充実
•青年部会のあり方（指針）に沿って「税の啓発」特に租税教室を主とする活動の充実を図る。
•女性部会のあり方（指針）に沿って部会員の資質の向上と法人会活動の充実・活性化に努める。
特に社会貢献活動として租税教育の一環として「絵ハガキコンクール」を実施し、税の啓発活動
を積極的に進める。

　⑻　福利厚生制度
•委託会社三社が実施する福利厚生事業の推進強化。
•役員大型加入率の向上（大同生命大型保障制度の推進）
　「会員大型加入率」、「大型取扱企業数」、「大型新規企業数」については、全法連目標を達成するべ
く、又「大型役員加入率」に限っては、残念ながら全国下位の状況にある。ついては、全法連目
標である役員加入率70％以上を目指し未加入役員企業については、加入のご検討を強力にお願い
する。

平成24年度 第 13 回

青年部会定時総会 女性部会定時総会
　青年部会定時総会は、５月28日㈪
午後１時30分よりホテルグランドパ
レス諫早で開催されました。
　平成23年度の事業報告、収支決算
書の報告があり、平成24年度の事業
計画、収支予算書案が承認されまし
た。

　女性部会定時総会は、５月28日㈪
午後１時よりホテルグランドパレス
諫早で開催されました。
　平成23年度の事業報告、収支決算
書の報告があり、平成24年度の事業
計画、収支予算書案が承認されまし
た。

青年部総会 女性部総会



諫早大村法人会報

第46号 5

研 習 会 ・ 諸 会 議 開 催 報 告

１／25　女性部会「絵ハガキコンクール」

審査会

２／３　新春講演会「今の時代を味方に

する経営思考とは」税理士法人

統合経営システムパートナー　

代表社員税理士　楠本浩之氏

２／11～12　絵ハガキコンクール優秀作

品展（諫早図書館）

２／17　公益認定推進委員会（第５回、

最終回）

２／22　新設法人説明会

２／24　総務委員会

４／３　決算法人説明会（３、４月決算

法人）

４／18　女性部会役員会

４／26　法人会役員会

５／28　法人会総会

５／28　女性部会総会

１月25日　女性部会「絵ハガキコンクール」審査会

２月３日　新春講演会

２月22日　新設法人説明会
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研 習 会 ・ 諸 会 議 開 催 報 告

５／28　青年部会役員会、総会

６／６　決算法人説明会（５月、６月決

算法人）

７／18　広報委員会

８／８　決算法人説明会（７月、８月決

算法人）

２月24日　総務委員会

４月26日　法人会役員会
２月17日　公益認定推進委員会（最終回）

６月６日　決算法人説明会
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入賞作品紹介

女性部会主催
（会長 村里愛子）

　昨年12月16日～20日、諫早市内小学校４校の６年生201人を対象に租税教育活動の一環として税に関す
る絵ハガキコンクールを実施した。応募作品172点の内から、女性部会役員会による審査会で入賞作品18
点を選定させて頂きました。
　今回は初めての試みであったが、参加された生徒さん、先生方には大変好評であったと思われ、今後
更に充実した事業として継続していきたいと思います。

☆なお、学年は平成23年（昨年度）分です。

諫早小学校６年２組

　 吉
よし

　原
はら

　史
ふみ

　夏
か

 さん

御館山小学校６年３組

　 三
み

　宅
やけ

　優
ゆ

　月
づき

 さん

金賞

銀賞

御館山小学校６年２組

　 安
やす

　野
の

　伊
い

万
ま

里
り

 さん

大草小学校６年１組

　 木
きの

　下
した

　加
か

　代
よ

 さん

長里小学校６年１組　　田
た

島
じま

　優
ゆう

香
か

 さん
諫早小学校６年２組　　三

み

津
つ

家
か

里
さと

実
み

 さん
大草小学校６年１組　　阿

あ

曽
そ

こころ さん
御館山小学校６年２組　中

なかしま

島あすみ さん

銀賞

銀賞

銅賞
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諫早税務署長　竹
たけ

　内
うち

　　　啓
あきら

平 成 24 事 務 年 度 職 員 名 簿
課・
部門 総　務　課 管理運営部門 管理運営・徴収部門 個人課税第一部門

職　

名

署　
　

長

課　
　

長

総
務
係
長

主　
　

任

主　
　

任

運 

転 

手

用 

務 

員

統 

括 

官

総
括
上
席

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

徴 

収 

官

統 

括 

官

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

統 

括 

官

総
括
上
席

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

氏　
　

名

竹
内　
　

啓

早
田　
　

寛

山
崎
貴
代
子

田
中　

優
也

山
田　

唯
子

大
嶽　

明
芳

土
肥　

一
郎

石
山　

昌
也

片
岡
留
利
子

本
田　

徳
康

徳
田　

保
志

藤
崎　

和
弘

平
山　
　

久

永
野　

雅
利

山
口　

敏
弘

田
中　

幸
男

牛
島　

三
博

池
田　

照
義

松
崎　

友
範

中
野　

正
剛

白
木　

泰
信

横
田　

伸
二

橋
本　
　

聡

横
溝　

佳
江

赤
塚　

礼
子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
課・
部門 個人課税第二部門 法人課税第一部門 法人課税第二部門

＊
○
印
は
新
任
者
を
示
す
。

職　

名

統 

括 

官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

調 

査 

官

事 

務 

官

事 

務 

官

事 

務 

官

統 

括 

官

総
括
上
席

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

統 

括 

官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

調 

査 

官

事 

務 

官

事 

務 

官

氏　
　

名

斎
藤　

博
之

山
下　

憲
彦

松
井　

俊
郎

吉
田　

康
一

竹
田　

良
和

増
山　

彰
悟

前
田
信
一
郎

吉
田　

竜
二

佐
藤　

寛
二

石
橋
龍
太
朗

岩
堀　
　

博

石
丸　

義
海

橋
口　
　

忍

今
浪　

繁
樹

吉
賀　

昌
孝

大
串　
　

守

梶
原　

公
和

吉
岡　

昭
彦

森
高　

千
智

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諫早税務署からのお知らせ諫早税務署からのお知らせ
■着任のあいさつ

　本年７月の定期人事異動により、諫早税務署長を
拝命いたしました竹内でございます。
　前任は、在上海日本国総領事館において、主に現
地に進出している日系企業のビジネストラブル事案
の支援等を行っておりました。
　私は、九州での勤務は初めてですが、着任して最
初に、大変自然が美しく、お会いした方々に勢いが
あり地域を愛しておられるということを感じまし
た。また、諫早市及び大村市は長崎県の中央に位置
しており、豊かな自然と長い歴史に育まれた文化と
伝統のある地域であり、交通の要衝であることから
産業拠点として、また、ニュータウンとして成長を
遂げていると聞いております。九州新幹線西九州
ルートでは、諫早と大村に駅ができる予定と聞いて
おり、ますます発展されるものと思っております。こ
の度、ご縁をいただき、この地で勤務する機会に恵
まれましたことを大変光栄に思っております。どう
か前任者同様、よろしくお願いいたします。
　初めに、昨年３月に発生いたしました東日本大震
災につきまして、心からお悔やみ申し上げます。現
地のニュース等を見ましても、未だに復興が進まな
い現状を垣間見ることがございます。わが国政府と
しましては、復興に向けて全力で取り組んでおり、財
源確保のために、復興特別税（法人税・所得税）を
創設するなど、各種の施策を進めているところです。
　さて、諫早大村法人会は、平成２年５月に社団化
を実現されて以来、着実に組織基盤の充実に努めら
れるとともに、地域経済のリーダー的存在として各
種研修、講演会等の幅広い活動を積極的に展開され、
正しい税知識の普及と適正な申告・納税の推進に多
大な貢献をされております。これもひとえに、髙尾
会長をはじめ、歴代役員の皆様方のリーダーシップ
のもと、活発な事業活動を展開された結果であり、会
員の皆様方のご理解とご協力の賜であると考えてお
り、深く感謝申し上げます。
　また、諌早大村法人会は公益社団法人への移行の
ための公益認定取得に向けて取り組みを始められて

いると承知しております。スムー
ズな公益認定取得ができるよう当
税務署といたしましても、ご協力
をさせていただきたいと思っております。
　最近の税務行政を取り巻く環境につきましては、
少子・高齢化の進展や経済のグローバル化・ＩＴ化
により大きく変化しています。このような状況の下、
税務行政に携わる私どもといたしましては、環境の
変化に的確に対応しながら、適正・公平な課税の実
現に努めるとともに、信頼される税務行政の確立に
向けて更なる努力を重ねてまいる所存でございま
す。特に、国税電子申告・納税システム（e-Tax）の
利用拡大により納税者の利便性の向上を図り、行政
効率を高めてまいりたいと思っております。
　しかしながら、これらのことは私どもの力だけで
は到底なし得るものではなく、地域社会をリードさ
れておられる法人会会員の皆様方のお力添えが必要
不可欠と考えております。
　どうか今後とも、税務行政の円滑な運営により一
層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　最後になりましたが、諫早大村法人会の益々のご
発展と会員企業の皆様方の更なるご繁栄を祈念いた
しまして、着任の挨拶とさせていただきます。

諫早税務署長　竹
たけ

　内
うち

　　　啓
あきら

　プロフィール
生 年 月 日 昭和52年４月11日（35歳）
出　身　地 岡山県倉敷市
家 族 構 成 妻、子（１人　女）
好きな言葉
（座右の銘） 上兵は謀を伐つ

健　康　法 水泳

略　　　歴

平成17年７月　庁長官官房　人事課　企画係長
平成19年７月　庁課税部　個人課税課　課長補佐
平成20年７月　庁長官官房付　外務研修
平成21年５月　在上海日本国総領事館　領事
平成24年７月　諫早税務署長
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復興特別法人税及び復興特別所得税の源泉徴収のあらまし

　平成23年12月２日に公布された「東日本大震災からの復興のための施策を実現するために必要な財源
の確保に関する特別措置法」において、標記の２つの税制度が創設されました。

１　復興特別法人税
　課税事業年度は、原則として、平成24年４月１日から平成27年３月31日までの期間内に最初に開
始する事業年度開始の日から同日以後３年を経過する日までの期間内の日の属する事業年度とされ
ています。
　また、この制度は、法人の各事業年度の法人税の額に10％の税率を乗じて計算した復興特別法人
税を、法人税と同じ時期に申告・納付することとされています。具体的なイメージは下図をご覧く
ださい。

２　復興特別所得税の源泉徴収
　所得税の源泉徴収義務者は、平成25年１月１日から平成49年12月31日までの間に生ずる所得につ
いて源泉所得税を徴収する際、復興特別所得税を併せて徴収し、源泉所得税の法廷納期限までに、
その復興特別所得税を源泉所得税と併せて国に納付しなければならないこととされました。
　【源泉徴収すべき所得税及び復興特別所得税の額は以下のとおり計算します。】

（注）算出した所得税及び復興特別税の額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てます。

　 支 払 金 額 等 × 合計税率（％） ＝ 源泉徴収すべき所得税及び復興特別所得税の額
　 合計税率（％） ＝ 所得税率（％） × 102.1％

（注）　上記の内容は、平成24年７月10日現在の法令に基づき概要のみを記載しています。
　　　詳しい内容や例外等につきましては、国税庁のホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

（注）上記で基準にしている「法人税額」とは、たとえば法人税申告書一（一）を使用する法人の
場合、  別表一（一）「２」欄－同「３」欄＋同「５」欄 で計算します。

復興特別法人税額

〔控除しきれない復興特別所得税の額がある場合〕

復興特別所得税額の控除
など所定の税額控除

復興特別所得税額の控除
など所定の税額控除

納付税額

還付金額

法 人 税 額

法人税額
の10％

法人税額
の10％

《イメージ図》
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東日本大震災復興特別会計について
　復興特別法人税及び復興特別所得税は、一般会計からの繰入金等とともに、平成24年度予算から創設
された「東日本大震災復興特別会計」に充てられることとされています。
　「東日本大震災復興特別会計」は、復興に関する国の資金の流れの透明化を図るとともに復興債の償還
を適切に管理するために、復興事業に関する経理を明確にすることを目的として創設されたものです。
2012年度予算 （単位：億円）

歳　　　　　入 歳　　　　　出
復興特別税 5,305 東日本大震災復興経費 32,500

復興特別法人税　　　　⬅⬅ 4,810 復旧・復興事業 22,497
復興特別所得税　　　　⬅⬅ 495 除染等事業 4,513

一般会計からの繰り入れ 5,507 震災復興特別交付税財源 5,490
子ども手当見直し 4,272 国債整理基金特会への繰り入れ 1,253
高速無料化見直し 1,200 東日本大震災復興予備費 4,000
エネルギー対策特会株式売却収入 20
公務員宿舎等売却収入 15

復興債 26,823
税外収入（公共事業費負担金等） 118

計 37,754 計 37,754
（資料：財務省ＨＰ）

九州北部豪雨で被害を受けた皆様へ
　災害により国税の申告、申請、請求、納税などを期限までにできないときは、所轄税務署長への申請
により、期限の延長や納税の猶予ができる場合があります。
　詳しいことは、福岡国税局ホームページをご覧になるか、最寄りの税務署にお尋ねください。
（福岡国税局ホームページ http://www.nta.go.jp/fukuoka/）

e-Taxご利用のお知らせ
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会社設立の経緯

　昭和23年４月、先代社長松原泰が大連より引き
揚げ時に、それまでは、教員だったのですがスポー
ツ好きが嵩じて今の運動具店を始めたと聞いてお
ります。始めた場所は、現在の八坂町丸安ビルで
本町に店を構えたのは昭和25年と聞いておりま
す。
　その頃は今みたいにスポーツする人も少なく１
日の売り上げがピンポン玉１個だけだった日も
あったとよく聞かされ、商売も非常に厳しかった
ように思えました。また、昭和32年諫早大水害の
際には、陸上競技の鉄製砲丸を残して全ての商品
が流されたとも聞いていました。
　昭和63年８月31日、個人商店から法人へ組織変
更し、前社長は会長へ、現在の社長（60歳）が社
長（当時35歳）へ交代致しました。
　平成10年３月大村店開店。平成17年９月諫早バ
イパス近くに１階スポーツ用品の売場、屋上に
フットサル場を併設したＱスタジアム店出店。今
年で創業65年です。

取扱商品

　野球用品、サッカー用品、バスケットボール用
品、バレーボール用品、ランニング用品、テニス
用品、水泳用品
　ゴルフ用品はよくお客様に尋ねられるのですが
40年前にやめてしまいました。
　私どもの会社がいつも心掛ける様にしているこ
とが幾つかあります。

１、スポーツ店らしく大きい声で、そして一番
大事な笑顔でお客様と応対すること。

２、お客様に嘘をつかないこと。
３、商品の長所だけでなく、欠点もはっきりお

客様に伝えること。
４、お客様の話をよく聞き商品の高い安いでは

なくお客様に最適な商品をアドバイスする
よう努めること。

５、一期一会で終わらないよう気持ちよく買い
物していただきリピーターになっていただ
くよう努力すること。

　会社のスタッフは新人18歳から年配者まで幅広
く、少々失敗もありますが先輩にアドバイスを受
けながら和気あいあいと活気のある売場を目指し
ております。
　会社の特色は一番がスタッフです。売場の社員
のほとんどが現役のスポーツ選手か審判をしてお
り、お客様の疑問には親身になって応えてくれて
いるものと思います。
　次にＱスタジアム屋上のフットサル場です。
サッカーのお客様が多いことから皆様に活用して
いただく為に造った小さい施設ですがおかげさま
で連日予約が入っています。

　今後は大型チェーン店が益々出店してくると思
いますが地域に根ざし、お客様のお役に立つ地域
一番の会社でありたいと思っています。願わくば、
創業100年を隆々と迎えてほしいと思いますが、そ
の頃は４代目の社長になっているかも知れませ
ん。

イ ン タ ビ ュ ー
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会社設立の経緯

　長崎インターナショナルホテルは県央大村市に唯
一の都市型ホテルとして平成３年に開業しました。
大村市で内外のお客様をお迎えするために、なくて
はならない施設として、長崎県や空港をはじめ地元
からの強い建設要請があったことに加え、現社長の
祖父の出身地が大村市松原であったこともあり、地
域発展の礎として貢献できればとの理念の下に営業
をはじめ、皆様のお蔭をもちまして今日に至ってい
ます。長崎県の空の玄関口にふさわしく、長崎に縁
の深いポルトガル・スペインのデザインモチーフを
取り入れた斬新なデザインと、バルコニーを備えた
遊び心のあるゆとりの客室は訪れるお客様皆様に大
変喜ばれております。

どんな会社ですか？

　宿泊・宴会・婚礼・レストランという巾の広い事
業形態を質の高いホスピタリティーで運営する形を
業界では都市型総合ホテルと呼んで区別しています
が、弊社はその総合ホテルに当たります。
　市を代表するホテルとして地域の様々な需要にお
応えし、おもてなしする他にも皇室のご利用や内外
の賓客のご利用も多く、気配りに気を抜けない毎日
は大変ではありますが、ご利用いただくお客様が居
ていただけることが私どもの心の支えであると実感
する毎日です。
　ご存知の方もいらっしゃると思いますが宿泊の面
では長崎空港に離発着するエアラインクルーのステ

イをお預かりするホテルとしても安全運行に支障の
ないよう細心の注意で業務に当たらせていただいて
おります。
　ブライダルにおいては九州でここだけの「水の流
れるバージンロード」を持つチャペルやメガスクリ
―ン、ムービングプロジェクター等々、最新の演出
装置を積極的に取り入れて感動を創造できる披露宴
を心がけています。

施設概要

客室数　　117室
宴会場　　「典麗の間」270名収容（着席）ほか３室
チャペル　　サント・ヴェーナ
神前式場　　彩海殿
和食レストラン　　「桜　華」
洋食レストラン　　「パセオ」

将来の目標は？

　弊社では「私たちは人々の笑顔ある豊かな生活に
貢献し、人々に愛される企業を目指します」を経営
理念に掲げ毎朝の朝礼で復唱しています。これから
も日々を研鑽の場と考えてお客様第一をモットーに
精進してまいります。玄関でお迎えしたお客様がお
帰りの際に互いに満面の笑顔でお見送りできるか否
かが私たちの仕事の評価であり、100％の顧客満足を
創造することが私たちの目標です。
　ホテルは「装置産業」と例えられますが、装置で
あるならそれを動かす目に見えぬ電流の質が従業員
の心と行動であり、円滑に駆動させる油が「思いや
り」であると考えます。

イ ン タ ビ ュ ー






